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次 回 の 例 会

米山奨学事業は、日本最初のロータリークラブの創立に貢献した実業家米山梅吉氏の功績を記念して発足しました。

1952年に東京ロータリー･クラブで始められたこの事業は、やがて日本の全クラブの共同事業に発展し、1967年、文部省

（現在の文部科学省）の許可を得て、財団法人ロータリー米山記念奨学会となりました。

米山奨学事業の記念の称号を付した米山梅吉氏（1868－1946）は、幼少にして父と死別し、母の手一つで育てられ

ました。16歳の時、静岡県長 泉町から上京し、働きながら勉学に励みました。19歳で米国へ渡り、ベルモント・アカデミー

（カリフォルニア州）ウエスレヤン大学（オハイオ州）シラキュース大学（ニューヨーク州）で8年間の苦学の留学生活を送り

ました。帰国後、文筆家を志して勝海舟に師事しますが、友人の薦めで三井銀行に入社し常務取締役となり、その後、三

井信託株式会社を創立し取締役社長に就任しま した。信託業法が制定されると逸早く信託会社を設立して、新分野を

開拓し、その目的を”社会への貢献”とするなど、今日でいうフィランソロピーの基盤を作りまた。

晩年は財団法人三井報恩会の理事長となり、ハンセン病・結核・癌研究の助成など多くの社会事業・医療事業に奉仕しま

した。また、子どもの教育のために、はる 夫人と共に私財を投じて小学校を創立しました。”何事も人々からしてほしいと望む

ことは人々にもその通りせよ”これは米山梅吉氏の願いでもあり、ご自身の 生涯そのものでした。”他人への思いやりと助け合

い”の精神を身もって行いつつ、そのことについて多くを語らなかった陰徳の人でした。

「今後、日本の生きる道は平和しかない。それをアジアに、そして世界に理解してもらうためには、一人でも多くの留学生を迎

え入れ、平和を求める日本人と出会い、信頼関係を築くこと。それこそが、日本のロータリーに最もふさわしい国際奉仕事業

ではないか」――。事業創設の背景には、当時のロータリアンのこのような思いがありました。

それから60年余の歳月が流れましたが、”民間外交として世界に平和の種子を蒔く”という米山奨学事業の使命は一貫して

変わっていません。むしろ、今日の世界情勢と日本の置かれている状況を考えるとき、その使命はますます重要性を増してい

るのではないでしょうか。留学生への支援は、未来に向かって平和の懸け橋をかける尊い奉仕なのです。
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10.10　金輪会

※（ ）内数字は出席免除会員の出席人数　会員：24名（免除 0 名）

　　会員数 24 (0) 名

　　出席会員数 18 (0) 名

　　ゲスト　　 0 名

　　ビジター 0 名

　　合計 18 名

18/24　出席率　：　75％

幹 事 報 告 前回ニコニコ箱報告

平松 悦子様 遅れて申し訳ございません。

溝畑 正信様 本日より事務局の脇門さん、
お世話になります。本日卓話です。

間嶋 伸治様 ようやく秋らしくなってきましたね。
美味しい物食べに行きましょう。

濱部 英和様 いつもありがとうございます。

久保 太公矢様 いつもありがとうございます。

遠藤 孝二様 いつもありがとうございます。

青戸 佳世様 10月、少し涼しくなりましたね。

竹谷 美和様 食欲の秋です。やっと涼しくなり
過ごしやすくなりました

安田 剛様 いつもありがとうございます。

宮岸 隆様 今夜は月が見えるかな。

朝倉 千勝様 もうすぐカニの季節ですね。

和田 悠希子様 朝晩の犬の散歩が涼しくなりました！

古河 亜紀子様 万博終了まであと1週間！

道木 良明様 脇門様 お世話をかけますが、
道木 憲子様 宜しくお願い致します。

中島 勇人様 いつもありがとうございます。

皆様、ありがとうございました。
合計14名 25,000円

【幹事報告】

9月11日、9月25日の大手前整枝学園歯科検診に参

加して頂いた方、ありがとうございました。

【今後の予定】

＊大手前整枝学園歯科検診

日 時：10月9日（木）

参加を予定されている方、よろしくお願いいたします。

＊金輪会のご案内

出席者：平松 悦子会長、久保

日 時：10月10日（金）18：00より

（受付は30分前より開始）

会場はシェラトン都ホテル3階です。

ご出席よろしくお願いいたします。

前回出席報告
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【ロータリー財団委員会】　和田　悠希子

委 員 会 報 告

ポリオとは

ポリオは脊髄性小児麻痺とも呼ばれ、ポリオウイルスによって発生する病気です。ポリオウイルスに感染しても、感染者の90〜

95％は症状が出ませんが、約5％に発熱、頭痛、咽頭痛、悪心･おう吐など風邪のような症状が見られます。感染者のうち、

麻痺型ポリオの発病は0.１〜２％で、呼吸筋麻痺による死亡率は小児が2〜5％、成人では15〜30％と高くなっています。

ポリオの特徴的な症状は筋緊張が低下（弛緩性麻痺）・筋萎縮が著明・片側肢の症状が強い（非対称性） ポリオの感

染者はほとんどが乳幼児野生株ポリオウイルス（1型）が流行しているのはアフガニスタン・パキスタンのみですが、伝播（でん

ぱ）型ワクチン由来ポリオウイルスは中近東やアフリカにも感染者が多く、これらの国に渡航歴がある大人が感染することもありま

す。（ワクチンには生ワクチンと不活化ワクチンがあり、不活化ワクチンは値段が高く、生ワクチンは安いけど、ごくまれにポリオに感

染してしまう事があります。）

感染経路

ポリオウイルスが口の中に入り、咽頭や腸の中でウイルスが増加したウイルスが血液中に入ります。ウイルスは感染者の便から他

の方に移ります。便中に排泄されたウイルスは、症状の発症後も数週間にわたりウイルスを排泄するので感染源になります。宿

主がヒトのみであり、犬やコウモリなどといった動物や哺乳類から感染することはありません。

感染すると、ウイルスはリンパ節から血液に侵入し、脊髄を中心とする中枢神経系へと移動します。神経系を侵し破壊すること

で、運動機能などに影響を与えます。ポリオウイルスの不活化に効果的なのは、熱、ホルムアルデヒド、塩素、紫外線で、アル

コール消毒では効果がありません。身近なものでは次亜塩素酸ナトリウムです。

今期実施しようとしているパキスタンへのトイレの設置も感染を広げない為に有効なのではないでしょうか。

日本でのポリオの歴史

日本では1940年代に流行が始まり、全国各地で感染者が続出しました。1960年には北海道を中心に5,000名以上が感

染し、大規模な流行が発生しました。そこで、1961年に経口生ポリオワクチンが認可され国民に一斉に投与された事で流行

は収束しました。1980年にはポリオの感染が報告されましたが1981年以降は野生株ポリオウイルスによる麻痺は確認されてい

ません。

日本では、根絶宣言に向けて、1998年5月1日から発生動向調査が実施され、1999年1月から2000年3月までの間に、

急性弛緩性麻痺の患者全員に対して2回の便検査が行われ、ポリオウイルスが検出されないことが確認されました。その結果、

日本国内でのポリオ患者の不在が確認され、国際的にも根絶が認められたのです。

鉄の肺

人工呼吸器である「鉄の肺」は、大きな鉄製のタンクに体ごと入り、タンク内の圧を大気圧より低くして肺をふくらませ（吸気）、

圧をもとに戻す（呼気）ことで呼吸を手伝う装置です。ポリオにかかり、人口呼吸器「鉄の肺」と共に70年を生き抜いたアメリカ

人のポール・アレクサンダーさんが2024年3月11日に78歳で亡くなりました。70年以上を鉄の肺と共に生き、挑戦を続けた方

でした。ポールさんは、6歳の頃にポリオにかかりました。症状は重く、首から下が全て麻痺してしまいました。当時、アメリカの病院

には同じような子どもが何百人もいたそうです。発症から18か月後、退院できることになりましたが、鉄の肺なしに呼吸はできませ

ん。しかし、ポールさんは諦めませんでした。3年ほどかけて、「カエル呼吸」と呼ばれる特殊な呼吸法マスターしたことで、体はマヒ

したままですが、ポールさんはわずかな間なら鉄の肺から出られるようになります。その時間は少しずつですが、延びていきました。

（カエル呼吸とは、舌や喉の筋肉を使って空気を飲み込むようにして肺に送り込む特殊な呼吸法です。ポリオにより呼吸筋が麻

痺した患者が、短時間であれば鉄の肺から離れて自力で呼吸するために習得しました。）10年以上かけて、数時間であれば

鉄の肺から出られるようになったポールさんは高校に入学し1967年21歳の時、ポールはW.W.サミュエルハイスクールを、クラス

で上位から2番目の成績で卒業しました。「鉄の肺」の中で生きる彼が、実際に教室で行われる授業に出席することはなく、手

足の麻痺によりノートを書くこともできませんでしたが、ホームスクールの授業の内容を丸暗記するという方法で、勉強しました。
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さらに、アメリカ有数の名門テキサス大学オースティン校のロースクールを卒業し、40歳の時には弁護士の資格も取得。その後、

特注の車いすなどを使い30年にわたって法廷で活躍しました。

ポールさんは、ロータリーEクラブの会員でもありました。ポールさんが、自分の体を麻痺させたポリオの根絶に、ロータリーが取り組

んでいると知ったのは、2015年テキサス州のダンカンビルでのあるビジネス会合で、一人のロータリー会員と知り合った時でした。

ポールさんは「“ポリオを根絶する”という考えに圧倒されました。これまで長年、ロータリーのこの活動について知らなかったのです。

まさに自分にふさわしい団体だと思いました」と話します。

ポールさんは、2014－2015年度RI会長のゲイリー C.K. ホァン氏がオンラインで開催した入会式で、第5810地区ロータリー

Eクラブに入会しました。自身の経験についての本を執筆しているポールさんは、ポリオ根絶の大切さを伝えるために活動したいと

考えていました。

第5810地区ガバナーのビル・デンディさんは、妻が制作しているポリオ根絶の動画に出演してほしいとポールさんに依頼しました。

ポールさんはこれに同意し、地区のEクラブの会員がインタビュー動画を撮影しました。ビル・デンディさんは、撮影後も毎週ポール

さんを訪ね、ある日、彼にロータリーへの入会を勧めました。ポールさんは自分が貢献できるか分からないと言いましたが、オンライ

ンで例会を開くEクラブなら問題なく参加できると説得しました。ロータリーに入会して以来、ポールさんはダラスのロータリーのコミュ

ニティで人気の講演者となりました。 2024年3月11日にお亡くなりになる前、最後のロータリーとポールさんの電話での会話で

ポールさんは、「ロータリーの一員であることは私にとって非常に重要です。とても楽しく、色々なアイデアについて夜も寝ないで考

えてしまうくらいです。人生で多くの人たちに出会いました。思いやりのある人がこんなに沢山いるとは思ってもいませんでした」と話

してくれたそうです。

卓話 溝畑正信会員
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